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体育・スポーツ系大学・学部の今日的課題
―学生の夢を育み・育てる―
森　昭三
筑波大学名誉教授・びわこ成蹊スポーツ大学名誉教授
ここ数年，大学で体育・スポーツを専攻したいという学生数の増加は著しい。関係者としては歓迎すべき悦ば
しいことである。管見によれば，これら応募者の特徴は，夢の乏しい近年の学生に比べると，やや幼稚さを感じ
ないわけでもないが，理想や憧れといった夢をはっきり持っていることである。人は夢を持つことによって常に
自分を新しくすることができるだけに貴重である。
大学で本格的に体育・スポーツを学ぶ過程で，夢は当然破れたり消えたりするであろうが，つぶされても主体
性が保たれているようでぜひありたい。壊れにくい強靱な夢を持って入学することを期待したいが，壊れてもよ
り強くより深く立ち直さずにいられない環境を整備することは，入学試験を通して資格を認めた大学の使命であ
り，引き受けたからにはそうあらねばならないと思う。よき支援によって，学生の夢の破綻を，新たな創造的な
転機をかちとらせることは可能である。
こう考えるのは，もう 10 数年前のことであるが，「大学院（博士課程）に試験をして入学資格があると認めな
がら，学位を取得させることなく修了させるのは詐欺行為に等しいのではないか？」とラジカルな議論を展開し
たことを思いだすからである。夢は個人的な問題だから教育の場ではどうすることもできない，と切り捨てるこ
よなく，育み・育てようと厳しくかかわるべき問題と考える。
過日発表された中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」において，大学教育では「何を教えたか」
よりも「何ができるようになる」という学習成果の明確化の必要性が指摘されていた。各体育・スポーツ系大学・
学部が入学してくる学生の夢を育み・正しく育てるためには育成すべき力（学士力）を具体的に示し，社会に発
信すべきであろう。
そうしようとするならば，大学教員の信念や覚悟，そして力量がいや応なく問われることになる。ここでも，過
去の経験をもとに述べる。30 数年前のことであるが，当時体育学界のリーダーとして活躍していた運動生理学者
が，非常勤講師として出向いた先の体育学部学生の私語の多い授業態度の悪さに接して怒らざるを得なかった，と
語ってくれたことがある。ここで，状況を十分に説明する余白はないが，「受講生たちが体育学部の学生であり，
同じ体育を学ぶ後輩・仲間になるかと思うと許すわけにはゆかなかった」というのである。それは氏の授業を邪
魔されたという個人的な感情の高まりを聞いたということではなく，体育学を育てたい，仲間となる体育を学ぶ
学生のレベルアップを図りたいという教育・研究者としての気概と迫力に圧倒されてしまった，という記憶のみ
が残っている。
体育・スポーツを学ぶ学生数が増えつつあるいま，必要なことはこうした気概と覚悟を持った大学教員・体育
人の存在であろう。
